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研究成果の概要 

2024 年度においては、以下の 3 つの研究開発領域における進展が得られた。 

 (1) 生体内多様なパラメーターのセンシング・モジュレーション技術の開発 

 多電極構造を有する神経ファイバを開発し、イオンと特異的に結合するイオノフォアを各電極上に

修飾することで、Na⁺、K⁺、Cl⁻の同時計測が可能な新規ファイバーセンサを開発した（Talanta, 2025）。

さらに、温度および化学シグナルを同時に計測可能なファイバセンサの開発にも成功した（ACS 

Measurement Science Au, 2025）。センシング機能にとどまらず、生体信号のモジュレーション技術の

開発にも取り組んでおり、マイクロコイルを内蔵したファイバの開発に成功した(特願 2024-198881)。

これにより、磁場の発生が可能となり、脳および末梢神経に対する高精度な刺激技術への応用が期待さ

れる。 

 (2) 柔らかい能動ファイバの実現 

 フランス INSA Lyon との共同研究により、形状プログラム可能な柔軟性高分子材料（ポリウレタン）

を用いた、多機能・屈曲変形可能なファイバの開発に成功した。電場を印加することで所望の変形が可

能であり、現在論文をまとめ投稿準備中である。 

 (3) Lab-in-fiber 型生体分析技術の確立 

 三次元螺旋型微小流路を有するポリマーファイバを開発し、従来にない流体メカニズムを活用した

新たな生体分析技術への応用を展開している(特願 2024-198972)。現在は、当該ファイバのマイクロミ

キサーとしての機能評価を実施中であり、論文化を進めている。また、流路内に螺旋電極を組み込んだ

ファイバ型電気泳動デバイスの開発にも取り組んでいる。 

 2024 年度には、研究成果の社会実装を見据えた実用化に向けた取り組みとして、加温機能およびマ

ッサージ機能を内蔵したファイバ・テキスタイルの試作および評価を実施した。現在、医療・ヘルスケ

ア・ウェルネス分野への応用展開を視野に入れ、機能評価試験および事業化に向けた産学連携の可能性

についても検討を進めている。 
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